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研究要旨 前項で TANGO の方法を用いて得た平滑化値と、従来の厚生省値を作成するときの年月齢別の

集計法との比較を行った。従来の厚生省値作成の時に準ずる年月齢区分でのパーセンタイル値と TANGO

の方法による平滑化値はよく一致している場合が多かったが、乳児期前期の発育スパートは TANGO の方

法はとらえきれてなく、数理的に処理した場合の特徴がよく出ていた。 

 

Ａ．研究目的 

 1990 年乳幼児身体発育値作成にあたっては、年

月齢に応じた月齢幅ごとにパーセンタイル値を

算出し、同じレベルのパーセンタイル値を平滑化

スプライン関数で平滑化したものであった。これ

以前の基準値作成においても、年月齢区分別の集

計結果を基にするという基本的な枠組みがあっ

た。それによる平滑化には技術的な限界があった

ため、よりよい数理的処理による平滑化法が求め

られていた 

 2000 年の乳幼児身体発育値を算出するに当た

っては、従来の方法の限界と平滑化方法の進歩の

背景の中で、TANGO の方法というきわめて新しい

部類に属する平滑化方法を使用しようとしてい

る。この方法をこれまで日本の乳幼児発育データ

に用いたことがなかったためこの方法による平

滑化値と、従来のような年月齢別に区切ってパー

センタイル値を求める方法と結果にどのような

違いがあり、それぞれにどのような特徴があるか

が、関心の持たれるところである。 

 そこで、平滑化曲線の試作の材料としたパイロ

ットデータを用いて、1990 年乳幼児身体発育調査

の集計に用いた年月齢区分に準じた区分ごとに

パーセンタイル値を求め、TANGO による平滑化結

果と比較することを目的とする。 

 

 

Ｂ．研究方法  

 １．データセット 

 データベースは、平滑化の試行に用いたパイロ

ットデータと同じものとした。平成 1，2，3 年度

厚生省心身障害研究で収集した出生より 14 カ月

までの 2－3 カ月ごとの縦断的乳児身体計測デー

タ 3183 例分をを用いた（データベース１）。幼児

期のパイロットデータは、母子愛育会愛育病院で

昭和 35 年から昭和 50 年までに出生し、母子愛育

会保健指導部で観察されカルテの比較的整って

いる 2075 例分のデータベースをもとにした（デ

ータベース２）。 

 1990 年厚生省身体発育調査においては、出生か

ら生後 7 日までは各日約 1500 例、生後 30 日は約

700 例、出生から 2 歳までは 1 カ月ごとに約 150

例、2 歳から 6 歳までは 6 カ月ごとに約 300 例と

なっている。これとほぼ同様の規模のデータが得

られたとする場合のシュミレーションを行うた

めに、系統抽出法によって、出生から 14 カ月ま

で、これとほぼ同数になるようにデータベース１

よりデータを抽出した。15 カ月以降はデータベー

ス２より厚生省調査と同規模になるように系統

抽出した。抽出率は、年月齢によって異なり、生

後 15～17 カ月で全数、18 カ月で５分の 3、19 カ

月で 3 分の 2、20～23 カ月で全数、24～30 カ月で

5 分の１、30～35 カ月で 5 分の 2、36～42 カ月で

10 分の 3、42～48 カ月で3 分の 2，48～54 カ月で

5 分の 3、54 カ月以上は全数である。 

 14 カ月まで（データセット１）においては、体

重は 10g の単位まで、身長、頭囲、胸囲は 0.1cm

の単位まで、読みとってある。一方、15 カ月以降

（データセット２）においては、体重は 10g の単

位まで、身長、頭囲、胸囲は 1cm の単位まで、読

みとってある。 

 1990 年厚生省乳幼児身体発育値の算出に当た

っては、出生から 7 日までは 1 日毎、30 日前後は

5日ごと、生後1カ月から満2歳までは1カ月毎、

満2歳以降は6カ月毎の年月齢区分に従って集計

値を求めている。このパイロットデータでこれと

同様の集計を行うには、年月齢の分け方に若干の

修正を行う必要があった。病院のフォローアップ
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健診を受診した例からのデータであるため、満月

齢、あるいは満年齢や満年齢半ちょうどに近い時

期に、計測データの大半が集中していたのである。

このため、年月齢や年月齢半を区切りの境界に持

ってくるより、その時期を集計する年月齢区分幅

の中央に持ってくる方が、合理的と思われた。こ

の考えに基づき、集計の年月齢区分の境界は以下

のように設定した。0～7 日と 30 日前後は 1990 年

調査の場合と同様とし、それ以上の年月齢では、

2 歳までは 1.5 カ月～2.5 カ月、2.5 カ月～3.5 カ

月．．．23.5～24.5 カ月の1 カ月毎とし2 歳を越え

る月齢に関しては、27～33カ月、33～39カ月，．．．

69～75 カ月の半年毎として、この区切り毎に 3，

10，25，50，75，90，97 の 7 つのパーセンタイル

値を求めた。パーセンタイル値の算出に当たって

は、統計ソフトパッケージＳＡＳの標準プログラ

ムにより求めた。 

 平滑化曲線を年月齢区分毎に求めた値と重ね

てプロットするに当たっては、出生から 7 日まで

は 1 日毎、30 日前後は 5 日ごと 2 歳まで 15 日刻

み、2 歳以降 3 カ月ごとの平滑化曲線の読みとり

値をグラフ作成ソフトで滑らかにつないで表し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

 得られた年月齢区分毎の7つのパーセンタイル

値を、各年月齢区分幅の中央の年月齢値に関して

プロットし、平滑化曲線と重ねて図示する。 

 全体の年月齢に関してみると、幼児期の年月齢

区分毎のパーセンタイル値と平滑化曲線はおお

むねよく重なっていた（図 8，9，10）。男子身長

で 97 パーセンタイル値の平滑化曲線が区分毎に

計算した値よりも大きい方にずれていた。男子身

長では、2，3，4 歳頃に対応して 3 点、大きい方

にはずれた値があった。 

 2歳までに関してみると、（800日は 2年 2カ月

10 日）乳児期後半から1 歳代までは変動が大きい

悩みを TANGO の方法はよく解決し、年月齢毎の値

のほぼ中央を貫いて通っていることが分かった

（図 11，12）。 

 8 カ月までに関してみると、（250 日は 8 カ月 7

日）平滑化曲線はいわゆる乳児期前期のスパート

といわれる急速な立ち上がりが小さく見積もら

れており、特に 3，4 カ月で月齢毎に区切って計

算した値よりも小さかった。また、平滑化曲線は、

生後 1 カ月から2 カ月になる頃、傾きが急に緩や

かになるため、折れ曲がり点があるかのような印

象を受けた。（図 13，14，15） 

 

 

Ｄ．考察 

 身長で、大きい方の外れ値に 97 パーセンタイ

ル曲線がひかれて大きい値をとるのは、変換して

変動を正規化しているため、実数を用いた通常の

パーセンタイル計算より外れ値の影響を受けや

すいからだと考えられる(1)。 

 乳児の発育においては、生後 2，3 カ月ころに

発育の急進の時期がある。この特徴は、むしろ、

年月齢毎にパーセンタイル値を計算した値の方

がよくとらえている。従来のわが国の乳幼児身体

発育値と諸外国の値を比べと見ると、乳児期前半

の増加が急で、2，3，4 カ月頃が他の時期と比べ

て大きめに出ていることが分かっている(2,3)。

諸外国の発育値はどちらかというと数理的に処

理しているものが多く、TANGO の方法もまた、特

徴としては数理的な処理に負う部分が多いので、

この特徴を持っていると考えることもできる。 

 平滑化曲線においては、生後１カ月代に、軽い

折れ曲がり点があって、傾きがやや急に減少する

ような印象があったが、これは、サンプルの密度

の年月齢に応じた急激な変化と密接な関係があ

るとも捉えられ、2000 年の調査では、サンプルの

年月齢ができるだけ一様であることが期待され

る。 

 今年度用いた TANGO の方法による平滑化は、年

月齢を自動的に区切って調整しながら行うもの

なので、従来のように集計に使った年月齢区分幅

に相当する概念が特にない。このため、公表に当

たって、対象年月齢をどのように示してゆくかも、

検討してゆかなければならない課題である。 

 本研究で試用している TANGO の方法と、従来の

方法によるパーセンタイル値ではさまざまな違

いが出てきたが、よりよい発育値の作成のために

双方の特徴を理解して活用してゆくことが、今後

の課題である。 

 

Ｅ．結論 

 TANGO の方法はほとんどの部位で、従来の厚生
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省調査の集計に準ずる年月齢区分別のパーセン

タイル値とよく一致し、変動の中間を貫くような

間隔のバランスの取れた平滑化曲線が得られて

いた。乳児期前期の発育スパートに関しては、

TANGO の方法による平滑化曲線はその特徴を反映

していなかった。 
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